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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月12日(2015.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体レーザ発振装置であって、当該固体レーザ発振装置は：
　第１の管に取り付けられたマイクロチップ発振器（ＭＣＯ）と；
　第２の管に取り付けられた体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートであって、第２の管は
、スリップフィットで第１の管に入れ子式に結合されるように構成されており、それによ
って、前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ
）と同心状に整列されるとともに該マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）から特定の距離に位
置決めされる、体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートと；を備えており、
　第１の管は第２の管の少なくとも一部を受容するように構成された凹部を含み、該凹部
は前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）で終端し、
　第２の管の少なくとも前記一部は、前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートに取り付
けられるとともに、前記凹部内に嵌合するように構成されており、それによって、前記Ｖ
ＢＧプレートは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）に隣接する第１の管内に位置決め
される、
　固体レーザ発振装置。
【請求項２】
　第１の管は、第１の管の軸線に対して垂直な端面を有しており、前記マイクロチップ発
振器（ＭＣＯ）は、突合せ継手で前記端面に取り付けられる、
　請求項１に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項３】
　前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）は、金属化層を用いて前記端面に取り付けられる
、
　請求項２に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項４】
　第２の管は、第２の管の軸線に対して垂直な端面を有しており、前記体積ブラッグ格子
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（ＶＢＧ）プレートは、突合せ継手で前記端面に取り付けられる、
　請求項１に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項５】
　前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）からの熱を放散するように構成されたヒートシン
クをさらに備えており、該ヒートシンクは、ペルチェ素子と受動ヒートスプレッダとのう
ちの少なくとも１つを有する、
　請求項１に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項６】
　第１の管と第２の管とが、ガラスで作製される、
　請求項１に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項７】
　光ファイバ入力アセンブリに取り付けられた第３の管をさらに備えており、第３の管は
、第２のスリップフィットで第１の管に入れ子式に結合されるように構成されており、そ
れによって、前記光ファイバ入力アセンブリは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）と
同心状に整列される、
　請求項１に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項８】
　光ファイバに光学的に結合された光発生装置をさらに備える、
　請求項１に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項９】
　前記光発生装置は、励起ダイオードを有する、
　請求項８に記載の固体レーザ発振装置。
【請求項１０】
　固体レーザ発振装置であって、当該固体レーザ発振装置は：
　第１の管に取り付けられたマイクロチップ発振器（ＭＣＯ）と；
　第２の管に取り付けられた体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートであって、第２の管は
、スリップフィットで第１の管に入れ子式に結合されるように構成されており、それによ
って、前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ
）と同心状に整列されるとともに該マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）から特定の距離に位
置決めされる、体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートと；
　光ファイバに光学的に結合された光発生装置であって、前記光ファイバは、前記マイク
ロチップ発振器（ＭＣＯ）に光学的に結合される、光発生装置と；
　前記光ファイバをコイル形状に保持し且つ前記光発生装置からの熱を放散させるように
構成されたスプールと；を備える、
　固体レーザ発振装置。
【請求項１１】
　方法であって、当該方法は：
　マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）を第１の管に取り付けるステップと；
　体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートを第２の管に取り付けるステップと；
　スリップフィットで第１の管に第２の管を入れ子式に結合するステップであって、該結
合するステップによって、前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートは、前記マイクロチ
ップ発振器（ＭＣＯ）と同心状に整列されるとともに該マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）
から特定の距離に位置決めされる、結合するステップと；を含み、
　第１の管は第２の管の少なくとも一部を受容するように構成された凹部を含み、該凹部
は前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）で終端し、
　第２の管の少なくとも前記一部は、前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートに取り付
けられるとともに、前記凹部内に嵌合するように構成されており、それによって、前記Ｖ
ＢＧプレートは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）に隣接する第１の管内に位置決め
される、
　方法。
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【請求項１２】
　前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）を第１の管に取り付けるステップは、突合せ継手
で第１の管の端面に前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）を取り付けるステップであって
、前記端面は、第１の管の軸線に対して垂直である、取り付けるステップを含む、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）は、金属化層を用いて前記端面に取り付けられる
、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートを第２の管に取り付けるステップは、突合せ
継手で第２の管の端面に前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートを取り付けるステップ
であって、前記端面は、第２の管の軸線に対して垂直である、取り付けるステップを含む
、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）からの熱を放散するヒートシンクを第１の管に配
置するステップをさらに含み、前記ヒートシンクは、ペルチェ素子と受動ヒートスプレッ
ダとのうちの少なくとも１つを有する、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　第１の管と第２の管とが、ガラスから作製される、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　光ファイバアセンブリに第３の管を取り付けるとともに、第２のスリップフィットで第
１の管に第３の管を入れ子式に結合するステップをさらに含み、それによって、前記光フ
ァイバアセンブリは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）と同心状に整列される、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　光発生システムであって、当該光発生システムは：
　固体レーザ発振装置を備えており、該固体レーザ発振装置は：
　　　第１の管に取り付けられたマイクロチップ発振器（ＭＣＯ）と；
　　　スリップフィットで第１の管に入れ子式に結合されるように構成された第２の管に
取り付けられた体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートであって、それによって、該体積ブ
ラッグ格子（ＶＢＧ）プレートは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）と同心状に整列
されるとともに該マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）から特定の距離に位置決めされる、体
積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートと；
　　　光ファイバを使用して前記固体レーザ発振装置に光学的に結合された光発生装置と
；を有しており、
　第１の管は第２の管の少なくとも一部を受容するように構成された凹部を含み、該凹部
は、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）で終端し、
　第２の管の少なくとも前記一部は、前記体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートに取り付
けられるとともに、前記凹部内に嵌合するように構成されており、それによって、前記Ｖ
ＢＧプレートは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）に隣接する第１の管に位置決めさ
れる、
　光発生システム。
【請求項１９】
　前記光発生装置は、励起ダイオードを有する、
　請求項１８に記載の光発生システム。
【請求項２０】
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　光発生システムであって、当該光発生システムは：
　固体レーザ発振装置であって、該固体レーザ発振装置は：
　　　第１の管に取り付けられたマイクロチップ発振器（ＭＣＯ）；
　　　スリップフィットで第１の管に入れ子式に結合されるように構成された第２の管に
取り付けられた体積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレートであって、それによって、該体積ブ
ラッグ格子（ＶＢＧ）プレートは、前記マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）と同心状に整列
されるとともに該マイクロチップ発振器（ＭＣＯ）から特定の距離に位置決めされる、体
積ブラッグ格子（ＶＢＧ）プレート；
　　　光ファイバを使用して前記固体レーザ発振装置に光学的に結合された光発生装置；
を有している、固体レーザ発振装置と；
　光ファイバを使用して前記固体レーザ発振装置に光学的に結合された光発生装置と；
　前記光ファイバをコイル形状に保持し且つ前記光発生装置からの熱を放散させるように
構成されたスプールと；を備える、
　光発生システム。
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